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 東海大学情報技術センター（TRIC）の特定研究員、胡斯勒图(フスリート)氏が 2011 年度の

日中科学技術交流協会の研究奨励賞を受賞しました。受賞内容は「DMSP/OLS 衛星の夜間画

像を用いた電力消費量と CO2排出量の推定」です。 

 

 本研究では、1999 年の DMSP/OLS 衛星画像を

用いて得られた人為起源による光（定常光）から、

日本、中国、インド、韓国を含むアジア 10 か国

の電力消費量と発電所の CO2排出量を推定し、中

国の排出量が最も高いことを明らかにしました。

さらに、中国の電力消費量と発電所の CO2排出量

の空間分布特徴についても明らかにしました。研

究においては、夜間光が強い都心部での画素値の

飽和が大きな課題となり、まずはそれを解決する

補正手法を開発しました（図参照）。推定結果の

検証には日本と韓国の統計データを用いています。 

 本研究はフスリート氏の博士課程（千葉大学）での研究成果です。夜間の光の衛星データか

ら CO2排出量を推定する手法の先進性、及び International Journal of Remote Sensing と IEEE 

Transections on Geoscience and Remote Sensing (印刷中) ジャーナルに発表した論文が高く評価

されました。 

 

 今後は、東海大学情報技術センター（TRIC）の中島孝研究員（准教授）とともに取り組ん

でいる「GCOM-C/SGLI衛星を用いた氷雲散乱特性の解析」への貢献が期待されます。 
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